
一22一

時間の

複

合

有田正史(海洋地質部)

昔多くの航海者達は水平線の彼方に未知の世界を求

めて港を船出し新しい大陸や海や風俗習慣を発見しま

した.そうして海洋地質学の先達は海を水平の方

向では恋く垂直の方向に光とどかぬ海の底に自然科

学の新しい認識を求めて航海し幾千回となく種皮の採

泥器を降し海底から多くの試料を採取して多くの記載

や論文を書いてきました.音波器機の開発が進み

船上から海底の様子がより詳細に認識できるようになっ

た現在でもなお海底に採泥器を降す作業は続いていま

す.それは試料を手に取ります視覚と触覚で感じ･

海底の状態を確認するということが海洋地質学の最も重

要な基本だからです.

地球の表面には海と陸とが海岸線で境され対立した

二つの世界を作っております.この現在の海の広大抵

水平と垂直の広がりそれは浅海と深海では生物の棲

息密度の差があるでしょうが種々の生物によって利用

されている生活空間で地質学的にはまぎれもなく現

世と呼ばれる時間空間です.しかし注がらこの現世

の海の底にたまっている堆積物いいかえれば礫や砂

や泥のすべてが琵在の海の環境によって形成されたと

考えて良いのでしょうか.

一般的には陸は侵食区海は堆積区と考えられていま

すがこの海は堆積区であるという概念をもう少し深

くほりさげて考える必要がありそうです.

数100mあるいは数1000mの海底から礫や砂が採取さ

れたとき次のように考える人々がいるかもしれません.

海岸の砂が海底に沿って移動していて海岸から深海ま

で一面に砂が分布していると.また一度でも地質

学を学んだことのある人はキュｰネン等によって提唱さ

れた乱泥流の存在を直感的に思いだすかもしれませんし

1←堆積区rト堆積区→

氷山が南に流れてきて溶けた時に落ちてきたものだと考

える人もいるでしょう.

しかしながら海底の堆積物の分布をくわしく調べて

みると別の考えに到達します.それは海の底には多

くの堆積区が帯状に分布しており結論的にいえば海

が深くなること(海進)によって海岸線が移動した証

拠をのこしており海底の多くの堆積物は現在の海の環

境とは無関係に存在しているという考えです.

ところで堆積区とはどん枝ものでしょうか."堆

積区とはある期間にわたって堆積を生じた一つづきの区

域で侵食区に対していう"と地学辞典に書かれてあり

ます.この一つづきの区域というところを少し考えて

みましょう.陸から海に運ばれた堆積物が波浪や潮

流や底流によって運ばれる時礫や砂のように海底に沿

って移動するものとシルトや粘土の粒子のように水中

に浮かんで運ばれるものに分かれ粒度の分化がおこり

ます.それ故に重たいものは岸近くに軽いものは岸

から遠くに沈みます.､そのために岸から沖合に向っ

て一般的には礫→砂→シルト→粘土という連続した粒

度の細粒化現象が生じこの一連の変化を同時間におけ

る一つづきの堆積区それより外側を無堆積区と考えま

す.この堆積区の中で海底に沿って移動する礫や砂

は波浪や底流に原動力を求めるためにその分布は水

深に関係があるでしょうがシルトや粘土粒子のように

水中を浮遊して沈降するものの分布は水深とは関係が

ないでしょう.

嚇

砂＼

第1図に示すように同時代の堆積区の分布は海底

の傾斜と浮遊粒子の大蒜分が沈降する海域の先端までの

陸からの距離によって決定され深いところにも浅い

ところにも同一時代の堆積物の分布が可

能になります.
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シルト粘土

海底

海底

海底の堆積物について堆積区の分布

や時代性を明らかにすることは漂砂鉱

床の探査や最近問題にされる汚染堆積

物の分布やまた海底堆積物の歴史を

解く上で非常に重要なこと恋のです.

シルト～粘土

第1図陸源性堆積物の堆積区概念図

1.シルト･粘土の沈降2.礫砂の移動�
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写真1スミス･マッキンタイヤｰ式グラフ採泥器改良型

A.30㎏の鉛の重り

B.姿勢制御羽

C.柱状試料を採取するために押込まれた塩化ビニｰルの筒

本論に入る前に海底堆積物の調査方法の概略につい

て書いておきたいと思います.

地質調査所では1974年から日本周辺海域の調査の一つ

として20万分の1表層堆積図を作製するための調査を

続けておりますがこの調査のために調査海域に5マイ

ル(9km)～2マイル(3.6長m)毎の格子状の音波探査

測線を設定して各点の側線の交点を採泥点と定めます.

側線間隔および採泥点数は海底地形の複雑さおよび調

査日数によって決まります.音波探査は主に精密測

深3.5kHz地層探査器による堆積層の厚さの調査サ

イドスキャンソナｰによる海底微地形調査を行ないます.

堆積物の採取器具はスミスマッキンタイヤ式グラブ採

泥器改良型(写真1)を使用していますが現在使用中

のものは市販されているものに木下泰正技官の発案

｡により60たgの鉛の重りを取りつけ総重量を120kgにして

あります.

また降下時の水中での姿勢制御のための4枚の羽が

取りっけてあります.このために木器を使用しての露

岩の一部や礫砂の大量採取および深海部(2000m～

3000m)での採泥炸薬が可能に祖りました.

船上に回収された採泥器の中の試料に直径60mmの塩

化ビニｰルの筒を押し込み長さ15cm内外を柱状に採

取します.柱状に採取された試料は船内の研究室で押

し出されかまぼこ型に立割りにされ軟X線を使用し

て撮影され堆積構造や生物による堆積物の撹乱の有無

が観察されます(写真2).その後に均一な試料では上

から3～5cmの厚さを粒度に相異が認められるとき

例えば砂層の上に泥層があるようなとき(写真2A)

には両者の混合がおこらないように注意して泥層部
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写真2相模灘の堆積物の軟X線写真例

の上部から3～5cmを切り取り粒度分析の試料とし

ます.'

これらの一連の作業は堆積区を明らかにする上で非

常に重要で上下混合をおこした試料例えばドレッ

ジやスミスマッキンタイヤ式グラブによって採泥された

試料をタライに入れた後で任意に採集された分析試料

の分析結果では堆積区の把握が不明瞭になるおそれが

あります.

それでは海底の堆積物に堆積区がどのように表現され

写真3玄界灘水深40mの海底に分布する巨礫の海底カメラ写真

(木下泰正技官撮影)�
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第2図相模灘における

ているかをみてみましょう.

堆積物の粒度分布図

1相模灘とその周辺海域の例(第2図)

調査海域中央の海底には水深2600mに達する相模海

底谷を主谷としてそれに直交する多くの支谷が発達し

複雑な海底地形を作っております.支谷の最大なもの

が東京海谷です.大陸棚の発達はせまく三浦半島の

西側や房総半島の周辺に10km内外の幅で認められます.

三浦半島の西側の大陸斜面には水深500m付近に一'堆"

と呼ばれる平坦な場所が海底谷に切られて点在してい

ます.1975年4月この海域に5マイル(約9良m)ご

との格子状の側線を設定し側線の交点で採泥を行ない

ました.採泥の結果この海域の堆積物は主に玄武岩

質の火山岩片および火山岩津などの火山性砕屑物より

構成され大陸棚上の砂粒は丸く海谷底の砂は少し角

ばっていることが明らかになりました.

第2図は堆積物の分布をわかりやすく示すために粧

水深73m
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mの海底の砂が同様狂浅い海の環境で形成された

かえれぱ海水準が下っていた時期が存在することを示

していて水深のこと荏る3つの堆積区の分布は海進に

伴う海岸線移動の結果であると結論されます.■

度分析の結果にもとづき砂シルト

粘土各々の卓越域を示したものです.

この図から砂の卓越域が大陸棚と水

深500m付近の堆の上と水深1500m

以深の相模海底谷の谷底の3地域に分

かれて分布しこの砂の分布に対応す

るようにシルトと粘土の卓越区が分

布しているのがわかると思います.

すなわち砂→シルト→粘土の一連の粒

度変化からなる3つの堆積区が認めら

れます.水深73mの大陸棚の砂と

水深1855mの相模海谷底の砂との粒度

組成を示したのが第3図でこの両者

の砂の粒度組成が著しく類似している

ことに気付かれると思います.この

ような粒度組成の型は流れの影響に

よって形成されると考えられており

浅い海の砂には一般的に認められるも

のです.それ故に水深73mと1855

言い

以上のことから調査海域の各々の堆積区を水深の深い

方から歴史的に初期中期後期の堆積物と呼ぶのカミ

適当で乱泥流が発生し渋いような浅い場所で形成された

ものです.もし後期や現在の海において発生した乱泥

流が海底谷の谷軸に沿って初期堆積物と考えたものを

形成したと仮定するならば乱泥流の通り道である中期

のシルト粘土の卓越区を断切るように礫や砂が存在す

るはずなのですがそれらの証拠は得られておりません.

水深1855m

○

粒度粒度

第3図相模灘における粒度分析の結果例

概略的に相模灘とその周辺海域の歴史を考えると
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(1)初期

1500付近での汀線の停滞支谷の陸上侵食よにる形成と

初期堆積物の堆積一その後の急速な海進

(2)中期

500付近での汀線の停滞と支谷陵線の侵食による堆の形

成と中期堆積物の堆積この時期東京海谷はシノレト精

土の主要な運搬路であったと考えられます.一その後

の急速な海進

(3)後期

海は現在の状態に近くなり

後期堆積物の堆積�



ということに柱り初期と中期の堆積物は現在の海の

堆積区とは無関係に存在していますカミ現在の海の堆積

区が大陸棚を中心とする後期堆積区と同一のものである

かということが問題になります.この調査海域では大

陸棚上での採泥点が少ないためにこの海域では結論を

出さずに1976年7月に行狂われた八戸沖の調査の結果

でこの問題を考えてみましょう.

行くことの難かしさを示しています.

第5図は採取された試料の船上観察と木下技官による

サイドスキャンソナｰの記録の概略的な解析結果にもと

づき堆積物の分布と露岩帯の位置を示したものです.

図から明らかなように堆積物の粒度差による帯状分布カミ

非常にはっきりしていてI-Vの5つの堆積区に区分す

ることができます.

2八戸浦海域の例(第5図)

八戸沖海域には30km内外の幅で大陸棚が発達し大

陸棚の端の水深は140mでそれより東は大陸斜面で

1000mまで次第に深くなり相模灘海域と比べて単純な

海底地形を示しています.

第4図は調査を実施した時の音波探査測線と採泥点を

示したもので側線間隔2.5マイル(4.5km)採泥点数

は166点です.音波探査測線が曲っていて直線的でな

いのは一般航路を横切って航行するために他の船に出

合うと白嶺丸が曲ったり停ったりするためですし採泥

点と側線のずれは昼間採泥し夜間に音波探査を行な

ったためにおこったもので海の上では同じ･場所に2度

堆積区Iは400m～500mの等深線に沿って点在する

含礫砂および粗粒砂の分布からその存在カミ推定されるも

のでこの堆積区のほとんどは堆積区]Iの堆積物によっ

て埋積されていますが水深から考えて相模灘の一I堆"

の上に分布する中期堆積物の砂に比較されるものでしょ

う.堆積区]Iは水深140mの大陸棚の端から大陸斜

面上に分布するもので5cm以下のチャｰトを主とす

る円礫を含む含礫粗粒砂から粘土までの一連の粒度変化

を示すものです.この堆積区の陸側にはサイドスキャ

ンソナｰによって露岩地帯が等深線に沿って存在するこ

とが確かめられておりこの露岩地帯は堆積区nの時代

の侵食区として考えることカミできます.堆積区皿は

八戸

久慈

野由

⑧採泥点

料音波探査測線

八戸

���〳　

第4図調査測線および採泥点

㎜皿粘土

山｡

第5図八戸沖の堆積物分布図(船上観察の結果)�
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水深80m内外から140mに分布するもので含礫粗粒砂

あるいは貝殻および員片を多く含んだ粗粒砂にはじまり

堆積区■の露岩帯を薄く覆う中粒砂で終りシルト粘

土を欠いています.このシノレトや粘土はどこへいった

のでしょうか.粒度分析の結果が出祖いとその詳細は

わかりませんが堆積区皿の砂の中の含泥率がその行方

を示すと考えられます.この堆積区皿の陸側にも堆積

区]Iと同様に露岩帯が分布し露岩の中には川跡のよう

な溝が残されています.堆積区1Vは水深50m～80㎜

の中粒砂の分布に示されます.堆積区Vは50m付近

より以浅に分布する雲母片を含む細粒砂の分布です.

この細粒砂は八戸の北方で堆積区皿1yの一部を覆う形

で分布しています.第5図にみられるように調査海

域の南側では堆積物の帯状分布が等深線と斜交するよう

になり細粒砂の分布が卓越して帯状分布は不明瞭に溶

ります.この理由は詳細にはわかりませんが堆積物

の帯状分布と等深線との斜交のはじまる場所と陸域で

リアス式海岸のはじまる場所がほぼ一致することから

早くても堆積区I皿の形成後に調査海域南部の大陸棚が構

造運動によって沈下したのではないかと推定されます.

久慈沖の等深線に直交した地形断面と3.5kHz地層

探査器による地層探査の記録と採取された試料との関係
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カミ第6図に示してあります.堆積区]Iの分布域の125

m以深に露岩帯→砂→シノレト→泥の一連の変化が認めら

れ地層探査の記録と一致することが解ると思います.

特に水深125mの露岩帯から採取された砂岩片に多く

の穴があけられているのが認められると思います.こ

れと同じ｡ように員によって穴をあけられた岩を現在の海

=岸に観察することができます.それ故に堆積区I-y

の海底での分布は各友の堆積区間の粒度の不連続や海

岸線の痕跡を残した露岩帯の存在から明らかに海水準

の上昇による汀線の移動の結果として現在の海底に埋

積されることなく残されたものと考えられI-wの堆

積区の堆積物は現在の海の堆積区とは無関係に存在す

るものです.八戸北方の海域における堆積区Vは堆

積区w皿の分布と斜交して分布しています.このこ

とは堆積区Vの堆積時に一時的に海面が下った(海退)

時期のあることを示していると考えられますがこの堆

積区Vが現在の堆積区であるかどうかは50m以浅の海

域で行在われた調査結果で検討しましょう.

3玄界灘海域の例(第7図)

海底資源の探査のための基礎調査として1975年9月

に堆積物分布の調査が玄界灘博多沖で行なわれました.

調査海域は20㎜～90mの水深を示し地形的には大陸

棚上にあります.調査海域の海

底地形は東西に伸びる50皿の等深

貝殻砂

砂

露岩帯

砂
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線を境にして50m･以浅には水深

40n1～50mの平坦面が広くひろが

り50m以深には東西に伸び西

側に深くなる谷地形を示していま

す.この谷軸の水深60m～70m

の場所は平坦に怒っています.

第7図に示してある堆積物の分布

は中央粒径値にもとづいて書い

たもので中粒砂細粒砂は肉眼

的には縁灰色を示します.粗粒

砂と極粗粒砂は褐色の酸化被膜に

覆われた石英粒より構成されて

水深40m～50mの平坦面と60m～

70mの平坦面との2段に分かれて

分布しそれぞれを別の堆積区と考

えることができます.酸化被膜

に覆われた石英粒の形成は海で

形成された堆積物が海退により海

面上に出た(陸化)時期の存在を

示すものと考えられています.

それ故に本海域の堆積物は現在の

第6図久慈沖の海底地形および堆積物と地層探査記録との対応�
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九

彰州

第7図玄界灘海域の堆積物分布

面上昇による海域面積の急速枚

拡大に伴って堆積区から無堆

積区の移向という現象のくりか

えしを示しており現在の海とは

無関係な存在なのだということ

に気付きます.それでは現在

の堆積区はどこにあるのでしよ

うか.現在の海には水深20m

～30mに混線が存在することが

知られています.この混線の

陸側が多分現在の堆積区であろ

うと推定されますが今後の詳

細な研究が必要です.

環境で形成されたものではないと推定されます.40m

～50m平坦面に分布する粗粒砂をとりまく緑灰色中粒砂

のうち50m等深線沿に分布するものには褐色石英粒が

含まれています.このことは40m～50m平坦面の粗

粒砂の手のひらを広げたような形の分布が海退後の海

進による堆積物の再移動によって形成されたことを示し

ていると考えられこの堆積物が残留堆積物であること

を示しています.写真

3は水深40皿で撮られた

もので大洋底に広く見いだされます.

市域にも陸源性堆積物中に認めえたような堆積区と無堆

積区が存在するでしょうか.

ところで海底の堆積物には陸

源性の堆積物とは別に一般的

に軟泥と呼ばれる堆積物があり

ます.この堆積物は有孔虫

放散虫珪藻のような浮遊生物

の孔骸によって構成されている

この軟泥の分

1975年8月と1976年1月の2度にわたり中央太平洋

ノ･ワイ南西方においてマンガン団塊の調査が行なわれ

ました.第8図はその時に採集された堆積物の分析結

海底カメラの写真です.

三1汐㍗1

の礫は現在の海岸線から

運ばれてくることはでき

ません.これらの礫は

昔の海岸線を示している

と考えるべきでしょう.

伴魏

相模灘八戸沖玄界

灘海域の海底の堆積物の

分布を深い海から浅い海

へとみてきたときそれら

の陸源性の堆積物の分布

は過去の海岸線に関係し

た分布を示しており海

5｡

175｡

慶蚕劃石灰質軟泥

匿嚢珪質粘土

第8図中央太

�

���

慶萎覇石灰質一珪質粘土鰯深海粘土

麗麗麗珪質軟泥匡…碧海山域

平洋の底質分布図�
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果にもとづいて作成した底質の分布図です.調査海域

の水深は1300m(海山頂上)から6300mまでの水深分布

を示しております.海底地形は海山域と5000m内外の

広い平坦面と北酉一南東方向谷軸の配列が発達する場

所に大きく分けることカミできます.海山域には浮遊性

有孔虫の死骸よりなる白色石灰質軟泥が5000mの広い

平坦面には主に放散虫より構成された淡黄褐色の珪質

粘土が分布しその中に珪質軟泥の点散が認められます.

石灰質軟泥と珪質粘土の分布の間の水深4500m～5000m

の場所には有孔虫と放散虫とが混合した石灰質一珪質

粘土カミ分布します.5500m以深で谷地形の発達する場

所には深海粘土カミ分布しています.この深海粘土は珪

質粘土の分布域で海底面より約20cm下に連続的に分

布しています(第9図の柱状図).それ故に深海粘土の

露出域は珪質粘土の堆積時の無堆積区と考えることがで

きます.浮遊性生物の堆積場所においてこのような

堆積区と無堆積区の区分はどのようにして生じたのでし

ようか.石灰質軟泥→石灰質一珪質粘土→珪質粘土へ

の堆積物の水平的な変化はこれらの堆積物が同時的に

形成されたことを示しており海山列の存在カミ堆積物の

分布の決定に重要な役割を果していると考えられます.

す恋わち海山列周辺の浮遊性有孔虫棲息区およびその沖

合の放散虫複目､区の存在とそこからの死後沈降がこれ

らの堆積物の分布を決定したもので無堆積区である深

海粘土の分布域の海域はそれらの生物区からはずれて

いたものと考えられます.しかし放がら浅くても海

面下1300皿のところにある海山列がこのような生物区の

区分けをすることカミできるでしょうか.私はこれらの

堆積物が形成された時海山列のいくつかは海面上に頭

協���ね

個169

◎

Ⅳ�

〆

＼

＼3

＼

箭残査

>74μ30%12

珪

質

粘

土

深

海

粘

土

を出してこの海域を取りまく島列として存在しており

この島列こそが生物区の分帯を作り生物源堆積物の堆

積区と無堆積区を分けたのではないかと想像しています.

それは相模灘の初期堆積区の海岸線が現在の海面下1500

mに存在した時この海域も同じように海面カミ低かった

と考えるからです.

この考えを立証するには水深4500m～5000mに分布

する石灰質一珪質粘土中の有孔虫の存在が鍵になると思

います･海には沈降する有孔虫が溶けてしまう深度が

あると考えられそれを炭酸ガルシュｰムの補償深度

(CCD)と呼んでいます.

(5000m)一(この海域でのCCD)≒海面上昇量

という計算カミできると考えて炭酸ガルシュｰムの補償

深度について調べてみましたが一般的には4500皿と書

かれてありその算出方法は堆積物中の炭酸ガルシュｰ

ムの量に基づいているために海水準変動を考えるのに

は役立ちませんでした.必要なのは有孔虫が沈降する

時に水中で溶けてしまう水深てしょう.

現在の海の浅海から深海への海底面上には各々の時

代の堆積物が帯状に分布することはすでに述べた調査

結果から明らかです.これらの堆積物の形成時代を決

めることができれば現在の陸と海との対応がどのよう

粧歴吏を経て形成されたかが明らかになるはずです.

各々の堆積区の時代が決定されればその時代の侵食区

の岩石の種類や火山活動等地質現象に関連して有用鉱

物の漂砂鉱床の探査域の決定や汚染堆積物拡散の限界

の推定とその対応策を考える上で役立つでしょう.堆

積区の時代を知るためにはその堆積区か堆積を始め

た時(堆積区の最下部層)と堆積作用を終了し

た時(堆積区の最上部層)の年代の決定が必要

です.しかしなカミら一つの堆積区に6m以

上の堆積しているときには現在の採泥技術では

最下層を確認することはできません.特に砂

層の場合には長い試料の柱状採取はむずかし

くピストン式の柱状採泥器で採集された砂の

柱状試料は水鉄砲で水を吸い上げるように

砂を吸い上げるために乱されたものが多く時

代を考えるのには不適当な試料です.堆積区

第9図

深海堆積物の特性例

1.珪藻の破片

2.第四紀型放散虫

3.褐色に着色された放散虫

4.珪質化した放散虫

5.サメのウ1ココ

6.有孔虫

7｡メノウの破片

8.竪微小マンガン粒�



一29一

｡�〔�o

､..､､.�3�

戉�

､一.･}“斗�2�

漉�

㌧､.…､'.I･.一�1�

{･��

､A��

㌀

第10図

堆積区の形成時代を考えるための概念図

ABC海進に伴う時代の異汝る堆積区

123時代ごとの海水準

abc沈降する浮遊性生物の遺骸

の最上層は4つの海域の調査結果に示されているよう

に海底面に直接露出しています.この堆積物の時代

は一つの堆積区の堆積作用の終了と海進による次の堆

積区の始りを示すと考えられその時代の決定が重要と

校ります.

第10図は各時代の堆積区ABCとその各時代

に沈降する有孔虫等の浮遊性生物abcとの関

係を概略的に示したものです.海水準カミ123

の順序で上昇したと仮定すれば海底にはABC

の順で各時代の陸源性堆積物の堆積区カミのこされること

になります.海水準が1にある時堆積区Aにおいて

その時代を示すaが堆積しますカミその海水準カミ2に上

昇した時堆積区はBに移動してAは砂や泥にとっては

無堆積区となります.しかし校カミらこのBの時代に

もAの上に海が存在しますからそこからbが沈降しA

の上に堆積します.同様にCの時代の海からCがAの

上に積りっもることになります.そうしてこれらの各

々の時代を示す浮遊生物の孔骸は第9図の柱状図に示

されているようにAを生活場所としている生物達によ

って混合されます.

このような化石の混合を塒問の複合"と呼ぶことに

します.この一.時間の複合"を考えずに生層序学的に

堆積物の時代を決定するとすれば各々の堆積区の堆積

物中に含まれる出現順序の最も新しいもの｡に注目して

ABCが時代Cに形成されたとしaやbはその棲

息期間を引き伸しCの時代の生物とするかまたは古

い地層から運ばれてきた二次化石として考えられるでし

ょう.そうしてABCが同時代であるという生層

序学的結論は堆積区ABCにおける底棲有孔虫群

の卓越種の相異を水深と関係づけ過去堆積物の水深を

考えることを試みさせたり堆積区Bの泥の外側にある

堆積区Aの砂の存在を波浪や底層流のみでは説明でき

ないために乱泥流の仮説を登場させ浅海性生物と深

海性生物との混在は乱泥流論者をさらにニッコリとさ

せることに狂ります.しかし祖がらこれらの結論は

明らかにABCが海水準変動によって形成された時

代の異なる堆積物であるという仮定と予眉します.

海底表面の堆積物の時代の決定はその中に含まれる

時代の最も古いもので決めるべきでしょう.すなわち

堆積区Aの形成時代はaでありbや｡は堆積物の形成

の時代とは関係なく堆積区Aの堆積作用終了後の海と

いう環境の継続の長さを示しているのにすぎないと考え

るべきでしょう.

中央太平洋の堆積物中の化石を東北大学に依頼して調

べてもらったところ海底表面から30cm～40cm下の部

分には始新世中新世更新世現世の生物が混在して

いるとのことです.東シナ海の水深62皿から採取され

た貝殻の14Cの年代測定の結果は3000年±60013260

年±600と30000年以前を示すものが同一場所にあると

エメリｰ(1971年)が論文に書いております.これら

は時間の複合の好例でしょう.

今まで述べてきたことをたとえ話で要約すれば次の

ようになります.京都や奈良にいくと多くのお寺があ

ります.そのお寺には今も人が住んでいますし昔の

人の生活痕跡ものこっているでしょう.けれども今の

人が住んでいるという理由でそのお寺カミ現在建築され

たものだとは誰も考えないでしょう.そのお寺の建立

された年代はそのお寺の古文書や建物の中の目立たな

いところに残されている大工による建立年月目によって

決定されるものです.そうして各時代のお寺が同一平

面に並んでいて今もその一っ一つに人カミ住んでいると

いう事実現在と過去の共存を一塒間の複合"と呼び

同じよう校現象が現在の海底の堆積物分布に考えられ

この実体を明らかにすることが海底の表層堆積物の時

代論にとって重要でありそのためには堆積物の時代

決定に関する新しい概念を必要とし古文書の発見と

すでに発見されている古文書の正当性の再検討が必要だ

ということです.

訂正

地質ニュｰスNo:26711月号の5軍下図(第7周)

の図面説明文中BTL……仏像精造線は仏像構造

線の誤につき訂正します�


